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今年を振り返りますと、5月連休明けにコロナが 2類

から 5類に移行され 4年ぶりにあらゆる行事が再開し日

常が戻ってきました。気候的には、地球温暖化の影響で

酷暑化が顕著になり、空調無しでは生活出来ないように

なってきました。そんな中会員の皆様には十分な熱中症

対策をとって作業に当たられ熱中症による傷害事故ゼロ

で今夏を乗り切って頂きました。体調管理を徹底し、安

全作業・安全運転を心掛けて下さい。 

 

 

《傷害事故１件発生》 

① スクールバス事務所に出勤時、鉄製階段が濡れていたため滑り膝を強打し打撲傷となった。 

⇒鉄製階段が濡れていると滑りやすいので昇降時は足元に注意するよう指導した。 

《賠償事故 3 件》 

① 構内作業中、キリコを取り出し後ろ向きに出ようとしたとき製品検査台に接触し検査機器を倒し検査機器を

破損させた。⇒後ろ向きに移動するときは後方に障害物が無いかを確認するように指導した。 

② 施設周辺の除草作業中、草刈り機で飛び石を発生させ施設の窓ガラスを破損した。防護ネットはして無かっ

た。⇒次年度以降の作業時は、必ず防護ネットをするよう指導した。 

③ 施設の周辺の草取り作業が終わった後、取り切れなかった草を紐草刈り機で除草中、飛び石を発生させ施設

の窓ガラスを破損した。⇒除草作業時は必ず防護ネットをするよう指導した。 

 

～今年も剪定安全就業パトロールを行いました～ 

① ヘルメットの完全着用と適正な作業服・履物の着装 

② 脚立(三脚)、梯子の適切な設置、高い所での作業姿勢 等が安全パトロールのポイントとなります。 

 

 

去る 11 月 15 日(水)に交通安全マナー研修が三重県交通安全研修センター（津市）で行われ、７名の方が参加されました。最初

に三重県下における事故の状況などを説明して頂き、その後は運転シュミレータや視野検査などの運転操作の検査を通して自身の

運転の癖や傾向を知る事ができました。屋外の自動車体験コースでは ABS の作動や水面上での運転がどれくらい危険なものかを実

習させていただきました。死亡事故の約７割は高齢者であり、人口 10 万人当たりの交通事故死者数は R４年度において三重県はワ

ースト７位となっているそうです。事故件数が多い事で全国的に知られている愛知県よりも大幅に低い事を知り驚きました。ま

た、高齢者の死亡事故の多くは歩行者であり全員が反射材の着用がないとの事です。そして運転による夜間事故の 100％はロービ

ームで起きているそうです。信号のない横断歩道で停止する車の割合は三重県では 51％となっており、過去には 3％台で最下位と

なった事もあるそうです。普段からの運転に余裕を持つことで他への気配りができるようになり、事故もより一層防ぐ事に繋がる

という事を改めて気づかせていただく事ができた実習でした。日が短くなりましたので「早めのライト点灯」を心掛けて皆さんも

慌てず余裕を持った行動を心掛けて事故を防ぎましょう！（事務局川島談）                                      

いなべ市シルバー人材センター 安全適正委員会 

ｼﾙﾊﾞｰ事業 
9～11月 

発生分 
年度累計 

前年同期 
発 生 分 

傷害事故 １ ４ ０ 

賠償事故 ３ ５ ５ 

その他事故 ０ ０ ０ 

計 ４ ９ ２ 

会員就労先（訪問先） 北勢（個人宅） 員弁（個人宅） 大安（個人宅） 藤原（個人宅） 

パトロール実施日 １１月２７日（月） １１月１４日（火） １１月９日（木） １１月２１日（火） 

剪定安全就業パトロールの実施報告 

 いなべ市シルバースローガン 

守ること しっかり守って 怪我はなし 

 令和５年 12 月号（毎年 3・6・9・12 月発行） 

事故報告 （9 月～11 月事故発生状況 ） 

交通安全マナー研修 ◆ 交通安全のすすめ ◆ 


